
                登 山 計 画 書 / 報 告 書                 2016/07/18 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局の該当に○)       

山 域 

山 名 
  英 山（有田） 

実施日 2016/07/15 (金) 責 任 者 ( C L ) 福岡正廣 

天 候 晴れ 計画者(報告者) 福岡正廣 

 
 
 
 

行     

程 

 (往)               8:35                8:45          8:55                      9:55/10:10 

諌早駅裏7:50～西諌早駅8:00～高速木場バス停8:10～大村ＩＣ8:20～東そのぎＩＣ～有田ダム9:20 

              11:10                               12:10                               12:55 

～有田ダム乗越10:10(上有田駅.泉山の分岐)～英岩分岐11:00～地蔵岩(昼食)12:15/12:50～英山11:00～ 

        13:35                        14:20           14:25    

前黒髪山11:50(昼食40分)～有田ダム分岐13:15～西光密寺13:20            黒字は計画 

                                       ┗天童岩14:45～西光密寺15:10      赤字は実績 

(復)      15:20                                                     17:20   

 西光密寺13:30～(東彼杵道の駅で休憩)～大村ＩＣ～木場バス停～西諌早駅15:20 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 福岡正廣  ＣＬ 西諫早 11 中須賀孝正   西諫早 

2 松岡正樹  救助 西諫早 12 鎗水律夫  写真・救助 西諫早 

3 田村満子   西諫早 13 小熊義人   大村 

4 佐原満子   駅裏 14 山口イツ子   西諫早 

5 林和子   西諫早 15     

6 兵庫芳隆  ＳＬ 西諫早 16     

7 大寶千博 （一般）   木場 17      

8 林孝子  会計 駅裏 18     

9 川原慶紀  救助 西諫早 19     

10 中里利行  ＧＰＳ 西諫早 20     

携 

帯 

品 

地  図 1/2.5 万  有田 団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬、ＧＰＳ 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,C による 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険
証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 \ 3,000  (マイクロバス) 

温  泉  ― 

マイクロ ＤＳＣ野崎さん（090-4992-4820） 

留守本部 大久保瓢舟(25-4772,090-8919-6456)  

経 

費 

明 

細 

収入  
 参加費 3,000×14＋500×1   

               ＝42,500 
支出   
 マイクロバス代    23,000    
 運転代            10,000  
 高速代(諫早～東そのぎ) 
           980×２＝1,960  
燃料代       2,890     

 謝礼              2,000 

資料代               300 

合計             40,150  

登山概要(概念図などは別紙とする) 
有田ダムの下にはトイレが完備された広い駐車場がある。 

その裏に登山口が有り30分で岩尾根の標識そこを左に進む。 
山腹をトラバースして行くが足元悪く滑りやすい、谷に落

ちぬよう慎重に歩く。有田ダム乗越しを真っ直ぐ行くと第一
の岩場だ。足場が刻んであり容易に登れるが、一部の人はザ
イルで確保して登った。 
胸突きの急登を過ぎ英山の分岐を右にとると小さな石像の

ある大岩の上に出た。展望良好、木陰で昼食。英山山頂は縦
走路から少し外れており見落としやすい。 
前黒髪からは数カ所の展望の良い岩場を乗り越えて西光密

寺分岐へ。健脚者 5人はここから天童岩へ。 

問題点・反省点 
・駅裏 8 時は他団体も多く会員・バス共に見つけにくい。 

・携帯保持者を必ず配置しておく 差額：2,350 円（基金へ） 

＊計画者は事務局長､責任者､留守本部者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 


